
レジメン名　： CDDP+放射線療法

疾患名　：　 頭頸部がん

投与間隔（1コース期間）　： 21日間

総コース数　： 3コース

特記事項　：

投与
順序

レジメン内容
（医薬品名） 投与量

単位
(mg/㎡,V等）

投与方法
（手技）

投与時間
（速度等） 投与日(Day1等）

備考
（内服薬の用法等）

Rp. 1 生理食塩液　250ｍL 1 袋 点滴静注：メイン 60分 D1

グラニセトロン　1mg 1 袋

デキサート　6.6mg 2 瓶

ファモチジン注　20mg 1 本

シスプラチン 80 mg/㎡

生理食塩液　500ｍL 300 ｍL

4 マンニットールS　300ｍL 1 本 点滴静注：側管 60分 D1

生理食塩液　50ｍL 1 本

ラシックス注　20mg 1 本

生理食塩液　50ｍL 1 本

ファモチジン注　20mg 1 本

7 生理食塩液　1000ｍL 1 袋 点滴静注：メイン 5時間 D1

8 生理食塩液　1000ｍL 1 袋 点滴静注：メイン 5時間 D1

生理食塩液　100ｍL 1 本

ﾃﾞｷｻｰﾄ　6.6㎎ 1 瓶

ファモチジン注　20㎎ 1 本

生理食塩液　100ｍL 1 本

ﾃﾞｷｻｰﾄ　1.65mg 2 本

ファモチジン注　20㎎ 1 本

10 生理食塩液　1000ｍL 1 袋 点滴静注：メイン 5時間 D2、D3、D4、D5

生理食塩液　50ｍL 1 本

ファモチジン注　20㎎ 1 本

減量基準

減量規定
（副作用名等）

参考文献

9’
点滴静注：

側管 15分 D4、D5

・Adelstein DJ, et al. An intergroup phase III comparison of standard radiation therapy and two schedules of concurrent
chemoradiotherapy in patients with unresectable squamous cell head and neck cancer. J Clin Oncol. 2003; 21; 92-8

・Bernier J, et al. Defining risk levels in locally advanced head and neck cancers: a comparative analysis of concurrent
postoperative radiation plus chemotherapy trials of the EORTC (#22931) and RTOG (# 9501). Head Neck. 2005; 27; 843-50

放射線併用

減量条件
（検査値等） 抗癌剤名

減量割合等
（減量後の割合又は投与量）

・Forastiere AA, et al. Concurrent chemotherapy and radiotherapy for organ preservation in advanced laryngeal cancer. N Engl
J Med. 2003; 349; 2091-8

点滴静注：
側管 15分 D1

シスプラチン投与後放射線
照射

2

点滴静注：
メイン 120分 D13

5
点滴静注：

側管 15分 D1

6
点滴静注：

側管 15分 D1

9
点滴静注：

側管 30分 D2、D3

11
点滴静注：

側管 15分 D2、D3、D4、D5
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